
様式３ 指定管理業務　事業評価書（市及び指定管理者作成）

平成３１年４月１日　～　令和６年３月　３１日　（　２年目）　

自　己
評　価

所管課
評　価

  １ 施設全般管理運営に関する業務

3 3

3 3

3 3

 ２ 施設利用に関する業務

3 3

3 3

 ３ 保守点検並びに清掃等業務等

3 3

3 3

3 3

3 3

 ４ 事業の実施に関する業務

3 3

4 3

3 3

3 3

 ８　その他

（１）記録管理 業務日誌や点検・修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか 3 3

（２）経理 3 3

3 3

幸手市立武道館

NEM/NTTファシリティーズ共同事業体

3 3
緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行っているか

（３）意思疎通 市や関係機関との連携が適正に行われているか

 （１）指定業務 基準に基づく指定業務が適切に行われたか

経理処理が適切に行われたか

 （２）自主事業 基準に基づく自主事業が適切に行われたか　　　

 ５ 個人情報の取扱い 個人情報の取り扱いが適正に行われたか

 ６ 管理目標 設定目標に対する結果は妥当であるか　　　　　※２

 ７ 緊急対応
事故、災害等の緊急時の連絡体制が確保されているか

基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか

 （４）修繕業務 基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか

 （２）清掃・維持管理業務 基準に基づき、清掃業務・維持管理業務が適切に行われたか

評価項目 評価基準

Ⅰ
履
行
の
確
認

 （１）職員体制 基準に基づき、適正な人員配置がなされたか

 （２）職員研修 業務に必要な研修・教育が適切に行われたか

 （３）利用の促進 利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか

 （１）利用状況 利用者数・稼働率等は、適正な水準であるか　　　　　　※１

 （２）利用料金 利用料金の設定、徴収・減免・還付の手続きは適切であるか

 （１）保守点検業務 基準に基づき、保守点検が適切に行われたか

 （３）保安・警備業務

指 定 期 間

令和２年度　指定管理業務　事業評価書

施 設 名

施 設 所 管 課 教育部　　社会教育課　　（内線　６４４）

指 定 管 理 者 名



自　己
評　価

所管課
評　価

4 3

3 3

3 4

自　己
評　価

所管課
評　価

3 3

経営状況分析指標の結果は妥当であるか　　　　※４ 3 3

団体等の経営状況分析指標の結果は妥当であるか  ※５ 3 3

77 76

100 100

《評価区分》

4

3

2

1

Ｓ

A 良好に施設を管理している。（評価点数がすべて３以上である）（上記以外）

Ｂ

Ｃ 改善を要する管理運営状況である。（評価点数に１が含まれている）

総合評価

極めて良好に施設を管理している。（評価点数がすべて３以上であり、かつ４が２つ以上である）

概ね適正に施設を管理しているが、内容の一部に課題がある。（評価点数に２が含まれている）

評価項目 評価基準

総合評価

区　　　分 A

特記事項

評価点数

協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である

協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である

協定書等の基準を遵守しているが、内容の一部に課題がある

協定書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な内容である

合計得点 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの評価点数の合計（得点／満点）

総　　括

指定管理者の自己評価

　令和２度は新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う休館措置のため、4月1日から５月31日まで休館し、６月２日からの運
営となりました。
　施設運営の再開後も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、年間を通じで人数制限や時短営業等の利用制限を実施
しての運営となりましたので、利用件数は2,190件で対前年差で814件の減少(—27％）となりました。利用者数は18,819人で
対前年差11,021人の減少(‐37％)となりました。
　全体の収支はについては、−617,454円のマイナスとなりました。利用料金は1,439,350円で対前年差369,950円の減少と
なりました。自主事業については、74,500円で対前年差64,300円の減少となりました。
　令和２年度の運営は新型コロナウイルスの感染者を施設から出さないという方針のもと、全スタッフ一丸となって、館内の
アルコール消毒の徹底や換気、名簿のチェック、自主事業参加者への健康チェック等について徹底して取り組み、利用者
の方が安心・安全に施設を利用できる環境づくりに努めました。
　また運営再開後、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底した上で速やかに教室事業を実施し、コロナ禍で塞ぎ込
みがちな市民の方々へ事業を通し地域との繋がりや気分転換等の健康増進への一定の寄与を果たせたと考えます。今年
度は初心者向けの武道教室を８教室、ストレッチ系の体操教室を３教室、エクササイズ系の教室を１教室開催しました。初
心者空手体験教室では小学１年生を中心に延べ60人にご参加いただきました。ストレッチ系の『リンパ整体体操体験教
室』では延べ75名の方に、エクササイズ系の『キックボクシング教室』では延べ40名の方に女性を中心にご参加いただきま
した。
　令和３度も新型コロナウイルス感染拡大防止に努め安心・安全に施設を利用できるように努めると共に収支の回復に向け
て取り組んでまいります。

施設所管課の評価

協定の基準を遵守し、良好な管理運営を行っている。
利用状況については、前年比で減少となったが、コロナ禍で対応が流動的な中、調整を重ね、自
主事業を計画事業数以上に実施するなど、施設運営に係る取組みに工夫を感じることができた。
また、武道館を利用してもらうきっかけになるよう、武道以外の内容を自主事業に取り入れるなど、
新たな利用者の獲得につながるよう努力をしていた。

評価項目 評価基準

Ⅲ
サ
ー
ビ
ス

の
安
定
性
の

評
価

 １ 事業収支 事業収支は妥当であるか　　　　※３

 ２ 経営状況分析指標

 ３ 団体等の経営状況

3 3
備品などの設備の維持管理は適正であるか

 ３ 運営業務
備品の貸出状況や消耗品等の補充状況は適切であるか

3 3
利用許可など利用者への接客対応は適切であるか

Ⅱ
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価

 １ 利用者満足度 利用者アンケート等を実施し、その結果は妥当であるか

 ２ 維持管理業務
日常清掃業務や衛生管理は適正であるか

 ４　指定事業・自主事業

（１）指定事業 実施された事業内容は、質の高いものであったか

（2）自主事業 実施された事業内容は、質の高いものであったか


